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令和８年春期渇水に係る「かながわの水がめ」の状況と対応 

 令和８年春期渇水の概要 
令和７年夏以降、神奈川県内ダム上流域において、顕著な少雨傾向となりました。 

この少雨傾向により、相模川水系３湖合計貯水量※1 は、過去最低を記録し、厳しい状況となりました。 

相模川水系の貯水量を温存するため、相模川水系と酒匂川水系間の連携等により、水の安定供給に

努めました。 

その後、台風６号等による降雨もあり、県民に対して節水の呼び掛けや給水制限等を実施することなく、

渇水に強い神奈川の水運用により、令和８年春期渇水を乗り切ることができました。 
※１：相模湖、津久井湖、宮ヶ瀬湖の合計 

 

 
相模川水系の月別降雨量（令和７年１月～令和８年６月）と累積降雨量 

 

 令和８年春期渇水に係る対応一覧 
 

開始年月日 対応内容（一部、台風の影響による降雨含む） 

令和７年８月３０日 酒匂川水系への水源振替開始 

令和７年１２月２５日 

～令和８年１月１３日 
酒匂川水系への水源振替量を段階的に増量 

令和８年３月３日 県内の水道５事業者※２が水道事業者渇水対策本部を設置 

令和８年３月５日 東京都への分水量の減量（５０％）開始 （日量約２２万㎥から約１１万㎥へ） 

令和８年６月３日 
（台風６号の影響による降雨） 

酒匂川水系への水源振替を中断 

令和８年６月８日 県内の水道５事業者が水道事業者渇水対策本部を解散 

令和８年６月９日 東京都への分水量の減量（５０％）解除 

令和８年６月２５日 

～６月２８日 
（台風７,８号の影響による活発化した梅雨前線による降雨） 

令和８年６月２９日 酒匂川水系への水源振替を終了 

※２：神奈川県営水道、横浜市水道局、川崎市上下水道局、横須賀市上下水道局、神奈川県内広域水道企業団 
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【参考】相模川水系と酒匂川水系間の連携による、酒匂川水系への水源振替 

 

 
 

 貯水状況の推移 

 相模川水系３湖合計貯水量の推移 

令和７年の少雨傾向を受け、酒匂川水系への水源振替を実施しているところではありましたが、令和８

年に入ってからも相模川水系３湖合計貯水量の減少が継続し、令和８年３月２５日２４時時点で、宮ヶ瀬ダ

ム完成（平成１３年）以降で過去最低となる約８,０００万㎥（２９％）を記録しました。 

その後は、定期的な降雨、６月の台風６号や台風７,８号の影響による降雨もあり、貯水量が回復しまし

た。 

 

 
相模川水系３湖合計貯水量の推移 

 

 酒匂川水系貯水量の推移 

令和７年の酒匂川水系貯水量は、相模川水系同様の少雨傾向により、令和７年１２月末時点で、約４,６

００万㎥（８５％）となり、平年と比べて低い貯水量となりました。 

令和８年に入り、少雨傾向に加えて、水源振替を増量した影響もあり、令和８年３月２５日２４時時点で、

酒匂川水系貯水量が約１,７００万㎥（３２％）となりました。 
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酒匂川水系貯水量の推移 

 

【参考】令和８年春期渇水における各ダム最低貯水量の状況と満水時の状況写真 

・津久井湖（城山ダム直上） 貯水率１０％ 

 
 

・相模湖（相模ダム直上） 貯水率５３％ 

 
 

・丹沢湖（三保ダム直上） 貯水率３２％ 
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 相模川水系３湖合計貯水量の温存効果 
「酒匂川水系への水源振替」及び「東京都への分水量の減量（５０％）」の実施による相模川水系３湖

合計貯水量の温存効果※３は、約１.２７億㎥となり、城山ダム満水量の２杯分相当の水を温存したこととな

ります。 

仮に対策を全く実施しなかった場合は、令和８年４月上旬頃に、相模川水系３湖合計貯水量が底をつ

いていた可能性がありました。 
※３：「酒匂川水系への水源振替」による振替量及び「東京都への分水量の減量（５０％）」による削減量の合計 

 
相模川水系３湖合計貯水量の温存効果 

 

 関連リンク 
・かながわの水がめ（県内の貯水状況） 
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（R8.6.29 24時時点)
削減量合計：127,213千㎥

内訳：酒匂川水系への水源振替 116,653千㎥
東京都への分水量の減量 10,560千㎥

（R8.6.29 24時時点）
実績貯水量：195,096千㎥
推定貯水量（対策を実施しなかった場合）：67,883千㎥

（R7.8.30）水源振替開始

酒匂川水系への水源振替（R7.12.25～R8.6.3(中断期間除く)）

東京都への分水量の減量(50%)
（R8.3.5～R8.6.9）

貯水量
（千㎥）

相模川水系３湖合計貯水量（実績）

相模川水系３湖合計貯水量（推定）
（対策を実施しなかった場合）

累積削減量
（千㎥）

（R7.12.25）水源振替量の増量

（R8.1.6）水源振替量の増量

（R8.1.13）水源振替量の増量

（R8.3.3）水道事業者渇水対策本部設置

（R8.6.3）（台風第６号）流量増により中断

(R8.3.25)
実績最低貯水量 81,633千㎥

（R8.3.5）東京都への分水量の減量(50％)開始

推定０㎥(R8.4.1)

累積削減量
10,560千㎥

累積削減量
116,653千㎥

（R8.6.8）水道事業者渇水対策本部解散

（R8.6.9）東京都への分水量の減量(50％)解除

（R8.6.29）水源振替終了

中断期間
（R8.6.3～R8.6.29）

令和７年 令和８年


